逸失利益
　財産的損害には、

　　「積極的損害」…傷害の治療費のような現実に生じた損害

　　「消極的損害」…不法行為が無ければ得られたであろう利益

　の二つがあり、不法行為が無ければ得られたであろう利益の事を逸失利益と言う。

　今回の事例は特に「子供の逸失利益」であり、8歳の男児について、20歳から55歳まで(近年では18歳から67歳までとされる事が多い)働いたと想定して、平均賃金をもとにした将来の全収入から生活費を引いた金額を算出して得べかりし利益の請求を認めた事例がある(最判昭和39年6月24日)。
　民法709条

債務不履行

　契約において債務者が債務を履行しなかった場合、「債務不履行」となり債権者に「現実的履行の強制（強制履行）」や「損害賠償請求」、「契約の解除」といった効力が与えられる。
　民法415条
